
プ ロ メ テ ウ ス の 火 とE.T.A.ホ フ マ ン の 『G.町 の ジ ェ ズ イ ッ ト教 会 』

土 屋 京 子

1.火 の哲学 とロマ ン主義

火 は他 の三 元素 とは異 な り、人聞 が意識的 にお こして初 めて 「火」となる文 化の萌芽 であ る。

同時 に火 は変化 そ の もので あ り、すべ ての創造行為 の根源 で もある。科学哲 学者G.バ シ ュラー

ル は 『火の精神 分析 』 で次の よ うに火 のイマー ジュを言葉 に してい る。

もし、 ゆつ く りと変 わ る ものが すべて生命 に よつて説 明 され る とす るな らば迅速 に変

わ るものはす べて火 に よつて説 明 され る。火 は超 一生命 であ る。火 は内的で あ り、か

つ普遍 的で ある。(lll)す べ て の現象の うちで、火は まつた く異な る二っの価値 、す な

わ ち善 と悪 とを同時 に文句 な く受け入れ る ことので きる唯ひ とつ の もので ある。 それ

は楽 園で光 り輝 き、地 獄に燃 える。1

この よ うな火 は 「す でに科 学の対 象で はない」。それ ゆ えに 「火 とはな にか」2と い う原初 の問

いに対 して科学 的な論 証 を試 みた ところで、徒 労に終 わって しま うで あろ う。 そ うして火 の哲

学は 、思想 家や文 学者 に委 ね られ た。彼 らは火 に 自 らの思想 や詩 をくべ て、異 なつた色、形、

熱 さで燃 え上が らせ た。そ うす る こ とで再び人 は火 を前に して、「火 とは何か」 とい う問い を 自

分 自身 の中で反鯛 し、その 中か ら新 た なるなにか を生み 出 してきたの であ る。 その生成物 は火

の特質 を受 け継 ぎ、 その もの も種 火 と してまた別の思想家 や文学者へ と燃 え移 つてい くこ とに

な る。

M.フ ー コー は 『夢 と実存』の序文 で、夢 を世界 と結 びつ けてい るダイナ ミックな火 の神話 の

主題 を歴史的 に回顧 し、 「ロマ ン主義 にお け る火 とは、繊 細 さ、軽 やか さ、影 をもた らす ゆ らめ

E.T.A.Hoffmann作 品からの引用は本稿では次のテクス トを使用する。HornamiE.TA.:S舂tlicheWerke.

Hrsg.vonHartmutSteine(滋eund胴fSegebrecht㎜ 艶rMitarbeitvonGerhardA㎞gge鶏Fhedhe㎞

Auhuber,HartmutMangoldundUrsulaSegebrecht.6Bande.FrankfiutamMainDeutscher

KlassikerVerlag1985ff.以 下 この文献に関しては、mマ 数字の巻数とページ数で記す。
1ガ ス トン ・バシュラール 『火の精神分析』(前田耕作 訳)せ りか書房1999年 、18頁 。
2同 上、10頁 。

-1一



く光、変形 し、焼 き尽 くし、破 壊 し、輝 き と喜び のあ つた とこ ろに灰 しか残 さない熱 庸なので

あ る」3と 記 した。 またバ シ ュラール も 「多かれ 少 なかれ原 初 性生の永続 的な経 験に たちか える

ことによって、 ロマ ン派の人 々 は何 の疑 い もな く、性 的な価値 を付 与 され た火 の主題 を再発 見

す る」4と 述 べ、 ロマ ン主義の ポエジーが太古 の火 の記憶 を喚起 し、そ こに新 た なる夢想 を織

りこんで火 のイ メー ジを膨 らま した、 と説明 した。 そ して この20世 紀 を代 表す る 二人の思 想

家は、 このよ うに ロマ ン主義 の火 につ いて論 じ、 さらに ノヴァー リス につ いて言及 す る布石 と

したので ある。

ノヴァー リス は畢 生の仕 事で あつた 『断章』 におい て、独 自に構 築 していた 自然 観 に基 づ き

火 を脱物 質化 した。大地 の中心 には万物を産み 出す母体 と しての火 が ある と考 え、「樹木 は花 咲

く炎 にl人 は 言葉 を発す る炎 に 一 動物 は放 浪す る炎 にな り うる」5と 独 自の世 界観 を火 に

よって論 じた。 また 「われ われ の身 体的な生が燃 焼で あ る とす る と、おそ らくわれ われの精神

的 な生も燃 焼で あろ う。 あ るいはまった くの逆か。 とすれ ば死 は容 量の変化 で ある」6と 転 生

し変化 してい く生命 を、化 学的 な燃 焼に よって説 明 を試 み た。 この よ うな火 にまっわ る彼 のポ

エ ジー は、特に水 の元素 との相 関関係 におい て、 よ りい つそ う重 要な意 味を帯び る。 『青 い花』

で は、詩 人の 自己への果て しなき省 察が火 と燃 え あが り、それ を豊か に水 が湧 きでる泉 に咲 く

青 い花 が包 み込む。 そ して激 しく燃 え上が ったマテ ィル デ との愛 の炎 は 、彼 女の 肉体が水死 す

る ことで永遠 性生を獲得す るの であ る。ゲーテやAフ ンボル トが頭 を悩 ま した地質 学の理論 す

なわち水成説 と火成説の論 争 を、 ノヴァー リスは文学 に よつて理 想的 な和解 へ と宥和 させ よ う

としてい るか の よ うであ る。

また、ノヴァー リス と共 に初期 ロマ ン主義 を代 表す るF.シ ュ レー ゲル は、ロマ ン派文学理 論

の基盤 を築 き、そ のプログ ラムの 目的 を演繹的 に示そ うとした断章 において 、「機 知 を重 要視

した。 そ して その 「機知」 を 「機 知」 た らしめる ものは 「濃密 で火 の よ うな理 性」7で ある と

述 べてい る。 この よ うにロマ ン主義の火 は一度 その物 質的側 面 を脱衣 し、それぞれ の文学 者独

自の思想 と想像 力に よって新 しく、また豊 かに燃 や されて 、文 学 とよ り緊密 に結 びっい てい っ

たのであ る。

3ビ ンスワンガー/フ ーコー 『夢と実存』(萩野恒l―/中村昇/小 須田健 共訳)み すず書房1992年 、45頁。
4バ シュラール、66頁 。
aNovalisSchriften .DieWerkeFriedrichvonHardenbergs.Hrsg.vonPaulH-uckhohnu.Richard

Samuel.Bd.2,(3.Ausgabe),Stuttgart,Berlin,K�n,MainzKohlhammer1981,5.651.
eNovalisSclu-iften .Bd.3,StuttgartKohlhammer1968,5.559.
'Schlegel

,FriedrichCharakteristikenundKritiken.Krz'tischeFriedrichSchlegelAusgabe.Hrsg.und
eingeleitetvonErnstBehlerunterMitarbeitvonJeanJacquesAnstettu.HansEichner.Bd2,

Paderborn:Sch6n血gh1967,S.158.

-2一



2.ホ フマ ンの火

ホ フマ ンの火の ポエ ジー は、想 像 力 とイ ロニーに よって 自由に戯 れ るロマ ン主義の系譜 上に

ある。近現 代の過 渡 期におい て彼 は、 自然科 学の諸研 究の成果が照 ら し出 した合理 的秩 序が支

配す る明るい世界 と、 それ に よっ て よ りいっそ う冥 々 とな った闇の世 界 との狭 間で生 きた。彼

はお よそ15年 にわた る執筆活 動で 、一 貫 して火 を描 き続 け、多 くの火 に関す る言葉 を用 いた。

それ は時 に現実 に見 られ る火 、火事 や花火 であ り、 また激 晴や 愛 とい つた人 間の心の 内に燃 え

あが る火 で もあ つた。彼 の火 の うちに は、 さま ざま なものが渾沌 と燃 え揺 らめきなが ら、その

全 体像 はホ フマ ンの創 作動 機 を体 現 して いる。 それ ゆえにホ フマ ンの作品で は、火 と芸術 家の

モ チー フは相互 に関係 し合 い、結び つい てい るのだ。

さ らにホ フマ ンの火 は西欧 世界 が育ん だ二つの伝説 を種 火として い る。それ はプ ロメテ ウス

が もた らした神 が保有 す る天 の火 と、 キ リス ト教の教 義において悪魔 的な ものを象 徴す る不浄

の火 で あ る。人類 の高潔 な解 放者 、また は創 造主 と して父の顔を持っ プ ロメテ ウス と、人 間を

誘 惑 して地獄 へ導 き、その魂 を騙 しとろ うとす る悪魔 、 この二つの火 の運動 性は、一見 した と

ころ全 く異な るベ ク トル をな して い るよ うであ る。 しか し人間的 ・自然 主義的 な啓蒙の理 性を

尊重 した時代が終 焉 し、「火」とい う文化 を もた らしたプ ロメテ ウスは、ロマ ン主義 の日割ざには

手放 しで讃美 され る対 象で は もはや な くなつていた。F.シ ュ レー ゲル は 『ル ツィ ンデ』で 、プ

ロメテ ウス を鎖 につ ながれ たまま働 く 「教 育 と啓蒙 の発明者」8と して描 いた。そ してそ の 「息

子」 であ る人間 を、勤 労 な性 質 を先 天的 に受 け継 ぐ労働 の奴隷 と して 、アイ ロニカル に描 いた

のだ。 理性 を拠 りど ころに発 展 した文化や文 明 に対す る懐 疑心が、プ ロメテ ウス神 話の再解 釈

を促 したので あ る。

それ と時 を同 じく して悪魔 が、 それ まで とは姿 を異 に して文学に登場 した。悪魔 のモチ ー フ

は、人 智 を超 えた不 可 思議 な もの、超 自然 的な もの 、グ ロテスクな ものへの指 向に後押 しされ

て 、 ロマ ン主義 のイ稼 た ちの好題 にな った のであ る。 さ らに ロマ ン主義 は、歴 史学 者J.B.ラ

ッセル が 『メ フィス トフ ェ レス 近代 世界 の翻 とい う著書 におい て指摘す る よ うに、「デ ー

モ ンの象徴 を故 意 に悪 か ら善へ移 した。」9つ ま りそれ まで絶対的で あつた根本 悪の象徴 を変 え、

悪魔 を彼 らの抱 い ていた 問題 意識 、す なわち善か悪 か とい った二項対 立的思考 に対 す るア ンチ

テー ゼ を唱 えるモ チー フの一つ とした のであ る。

ギ リシア神 話 に描 かれ る伝統 的 なプ ロメテ ウス像 と悪魔 ルチフェル には 、 「神 の権 威 に対す

8Schlegel ,Friedrich:Dichtungen.血'tischeFiz'edrichSchlegelAusgabe.Bd.5,Bielefeld:Sch6血ghu.
Giesek血g」1962,S.29―

9J .B.ラッセル 『メフィス トフェレス 近代世界の悪魔1(野 村美紀子 訳)教 文館1991年 、227頁 。
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る反 抗、不 可避の敗北 とその後の運命 、永遠 に鎖 につ ながれ る とい う裁 き」10な どが共 通 して

い た。 この悪魔 とプ ロメテ ウスの時空間 的に シンク ロナ イ ズ した現 象 によって 、両者 の混 血児

がホフマ ン文学 のひ とつの キャ ラクター とな つた。 特 にホ フマ ンの作 品では、 医者 や弁護 士 と

いつた市民権 を得た紳士 と して この混 血児 は登揚す る。 そ してベ ンヤ ミンが述べ た よ うに、ホ

フマン作品の登 場人物 たちで も と りわ け 「最 も高 貴 で崇 高 な人物 た ち」 におい て、悪魔 的な性

向が出没す る。「並外れた観察 の才が彼 の本 質 に眠 る悪魔 的 な性 向 と結びつ いて 、彼 ホ フマンの

中で、道徳 的観 念 と観 相学的な 直観 との間に回路 の シ ョー ト的 な もの を引き起 こ して いた」11

のであ る。 この 「回路 のシ ョー ト的な もの」 もまた両義 的 な火 で示 され る。 この火 を ま とつた

悪 魔 とプ ロメテ ウスの混血児 は、時 に 『黄金 の壺 』 の文 書管理 役 リン トホル ス トよ うに、主人

公 を芸術家 の至 上の瞬 間に理 想郷へ と導 く。 ま た時 に 『砂男』 の老 弁護士 コッペ リウスや 『大

晦 日の夜 の冒険』の医師ダペル ツ ッ トウ、『精 霊奇P』 の少佐 オマ リィの よ うに、主人公 の魂 を

荒 廃 させ地 獄に突 き落 とそ うと時 を窺い 、作品 中を縦横 無尽 に生 き生 き と暗躍 してい るのだ 、

バシ ュラール も、 「幻 想 の語 り手 」で あるホ フマ ンの最 も特有 な点 は 「火 の現 象が その作 品

の中で果 た してい る重要 性であ る。焔 のポエ ジー が彼 の作 品全 体 を貫い てい る」12と 述べ てい

る。しか しなが らホ フマ ン文学 にお ける火 のモチー フ は、先行研 究 において真 っ向 か ら扱 われ 、

論 じられ るこ とが なかつた。 両義 性を具 えたホ フマ ンの火 は 「二つ の領域 一 寸分 たが えぬ よ

うに輪郭 を描 き出 した当時 の現実 と、空間 ・時問 を超 越 した超 自然 の世界」13を 橋 渡 しす る重

要 な役割 をもつてい る。 さ らに個々の作 品で用い られ る火 のモ チー フ をみ てい く と、それ ぞれ

において ホフマ ンが どのよ うな問題意識 を もって創 作 していた のか につい て知 る手 がか りとな

るであ ろ う。

ホ フマ ンの 『G.町 のジエズイ ッ ト教会 』は、天上 界 を望 み なが ら現 実世界 で苦 悩す る芸術家

の顛 末 をプ ロメテ ウスの神話 に擬 え描 いた物 語で あ る。本 論文 にお いて はこの作 品にお ける火

のモチー フ、プ ロメテ ウス の火 と、それ だけでは説 明で きない ホ フマ ン独 自の火 の表 現 を検討

す るこ とで、ホ フマ ンの芸術 家観 を考察す る。

3.画 家ベル トル トとプロメテ ウスの寓話

この話 のは じめでは、「旅す る熱狂家」(III,124)で あ る語 り手lchと 学識 あ るジェズイ ッ ト

10同上、228頁 。
11ヴ ァルター ・ベンヤ ミン 『ベンヤミン ―コレクション4#t平 の瞬間』(浅井健次郎 編訳)ち くま学芸文

庫2007年 、124頁 。
12バ シュラール、141頁 。
13Mayer ,HansDieLVirklichkeitE.TAHoffmanns.EinVersach.Bd.4,FrankfurtamMainInse11967,

5.446.
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派 の ヴァル ター教授 との 問で 、人が希 求すべ き 「よ り高き領域 」(皿,111)に つい ての議論が

な され る。教 会の建 築様式 で ある古代 的なイ オニア式や コ リン ト式 とゴシ ック式 を較 べて、神

の国を、地上で複 製 し再 現す るべ きか、 「キ リス ト教の真 の精神 に基 づ いて」(III,111)彼 方の

天上 を憧れ なが ら精神 の中で求 め るべ きカ＼ とい う教 義解釈 に、 さ らには芸術 にお け る創 作精

神 のあ り方 に対す る問題提 起へ と発展 してい く。 そ してこの二人の議論 の対立 は、 ヴァル ター

教授 と画家ベ ル トル トの対照的 に描 かれ る人物 像へ繋 がつてい く一筋 の伏線 となってい る。

ヴァル ター 教授 は、語 り手 に 「学 識豊かで 、世故 にたけてはい るのだが、 よ り高貴な もの に

は全 く興 味がな く、極 端な ほ どの物 質主義者」(皿,123)と い う評価 を下 され る。 自分の利権

を侵 す危険 性の あ る牡猫 ムル を怖 れ 、暗殺 を試 み る 『牡猫 ムル の人生翻 の ロター リオ教授や、

猿 ミロに雄 弁術 を教 える 『クライ ス レ リアー ナ』の美学 教授の よ うに、ホフマ ンの作品 におい

て しば しば教 授 とい う職 種の 人は 、世俗 の成功 や名 声 に執bし 、真の芸 術を解 さない、 も しく

は解 そ うとしな レ俗 人 として描 かれ る。 ヴァル ター教授 もまたその典型 で、彼 の関心の 目は常

に 「下界」、つ ま り現 実生活 に向 き、 「内臓 と胃のあ る種 の調 子」に よつて導 き出 された 「愚か

で非常識 な着想」 を言 って憧 らな い。神 の手 に よる 自然 界の ヒエ ラル ヒーを もまた 「食 うか 食

われ るかの体系」(■1,123)で あ る食物連鎖 に よって論 じよ うとす る彼 の姿 には、他 の作 品の

教 授た ち同様 、火 の表 現が― 度 も使 われ ていない。

一方 で語 り手 は画家ベ ル トル トと初 めて会 った ときに
、次の よ うに描 写 している。

彼 の見か けは とい うと、だぼ だぼ した汚れ た画家 の作業 着を着て お り、不恰好 であ っ

た が、なん とも形容 しがたい 高貴 さが感 じられ 、深 い苦 悩は彼 の顔 を蒼 白に させ てい

た が、黒い 目に燃 えて い る熱 火だ けは消 えお とろえていなか った。(皿,113)

また ヴァル ター教 授 も 「ベル トル ト自身 が彼 の悪霊で あ る ― 地獄の業 火で 自分 を焼いてい る

悪 魔的 な人間で もある」(■1,122)と 彼 を暗 示的な火 の言葉 で紹介 してい る。 この よ うに 「明

るい太 陽の光線 」 に照 ら し出 され る と 「死体 の よ うに蒼 ざめ絶望 した顔 」で 「ほ とん ど幽霊の

よ うに」(III,120)悪 霊の よ うにみ えるベル トル トは、一転、夜 になる と松明や 蝋燭 の明か り

の も とでは、 「顔 は紅潮 し、内 なる安 らぎのためか 目が煙 々 と してい る」(皿,115)。

プ ロメテ ウスの伝説 のバ リエー シ ョンのひ とつ に、太 陽 神か ら火 を盗 む、 とい うエ ピソー ド

が ある。14こ こで亡霊 の よ うに成 り果 てたベ ル トル トが太陽 を避 けている様 子 か ら、彼 のこれ

まで の人生 とプ ロメテ ウス を二重 写 しに して解 釈で きるだ ろ う。

14高津春繁 『ギ リシア ・ローマ神言甜辛典』岩波書店1960年 、224頁 。
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また同時 に、太 陽のモチー フはホ フマ ンの作 品にお いて 、主人公 た ちが 日光 で照 ら されてで

きた 自らの影 をみ ることで、 も うひ と りの 自分 自身 と対 峙 しな けれ ば な らない 、 とい う試 練の

象徴 で もある。 この物言吾や 『悪魔 の霊液』 にお いて も、主人公 がひ と り俗 世間 の土の上 に一歩

踏み 出す際 には、燃 えあが る太 陽が地 上に降 り注 いで い る光 景が 印象的 に描 きだ されて い る。15

そ して数々 の試 練を受 けた後 に迎 える 「太 陽 の時Jと は 、主人公 が神 の住 ま う天 上界 へ と火

の翼 で飛翔 してい く最 も祝福 され た瞬 間であ る、 しか し、 この瞬間 こそ人 間の殻 を破 り捨て、

人 間で も神で もない亡霊 に成 りはて る時 で もあ る。『騎士 グル ック』で は、グル ック と称 す る男

は作 曲の瞬間 に見 る不可思議 な ビジ ョンにつ いて次 の よ うに語 る。「太陽 を見 よ、太 陽 は三和音

で、そ こか ら無数 の和音が星 のよ うに こち らに降 りそそ ぎ、 おま えを火 の糸で紡 ぎ絡 め とる。

火 の中で さな ぎになって横た わる。 太陽 の下ヘプ シ ュケー とな つて舞 い上 がって い くま では」

(1,505)。 また 『悪魔 の霊液 』で メダル ドゥス はア ウ レー リエ との禁 断 の愛 を回顧 して 「かの

至上 の太陽の時」(IU2,349)と 言 い表 し、そ の瞬間 に こそ 「涜神 的 に な りや すい欲望 か ら遠 ざ

か り」一段 と高いrの 王国」 を垣 間見 る ことが で きる と述べ てい る。 これ と同様 に 『大晦 日

の夜 の 冒険』で も主人公 はユー リエ と過 ごした 日々 を 「最 高の太 陽の 人生」(IU1,330)と 嘆 じ

て い る。 どの人物 た ちもこの 「太 陽の時」 を迎 えた後 に、例外 な く どん底 に落 とされ 、祝福 を

受 ける こ とな く彷 裡い続 ける憂 き 目に あってい る。

この太陽 と比較 して考 えるべ き夜の明 か り、つ ま り松 明や蝋燭 とい った火 は人工的 に灯 され

た火 であ る。ベル トル トはこの教 会で作業 を して い る とき には 「松 明状 の蝋 燭の火 」(III,114)

を灯 し、その光 に よってで きた網 の影 を うま く利用 して 、で こぼ こな壁面 に絵 を精 確に描 くこ

とを可能 としてい る。 また この蝋 燭の明 か りに導 かれて語 り手 は夜 のベル トル トと対 面す るの

だ 、蝋燭 の火 の明か りで不十分 に しか見 えない ときに、 人は見 て もいない もの を見 よ うと し、

聴 こえな いものを聴 こ うとす る。 その濠 昧 とした現 実 と幻想 の狭間 に こそ ホフマ ンの登場人 物

たちの豊 かな想像 力は燃 えあがるので ある。

Nachtst�keの 物語 を書いた ホフマ ンが夜 の情景 を好 んで描 き、後 の文学者 に影響 を与 えた

のは周知 の とお りで ある。 この夜 の光景 で、蝋 燭や 松明 、暖炉 の火 は登場人 物に さま ざまな効

果 を与 える。『世襲領 』で は蝋燭 の火 を前 に老男爵 の死体 が 「音 にな らぬ言葉 を発 してい る」 よ

うに見 え(III,248)、 これ を契機 に世襲 領の城 で 因縁 が あ った幽霊話 が始 まる。ま た 『クライ

ス レ リアーナ』 では クライ スラーは ピア ノの鍵 盤 を叩 きなが ら 「蝋 燭が次第 に暗 くな りなが ら

15『悪魔の霊液1の 第一部第二章の冒頭で修道士メダル ドゥスが世俗に一歩踏み出すときには、次のように

描かれている。 「太陽は町の背後からめらめらと灼熱の炎をあげて顔 を出し、きらきらした黄金が木々の

上できらめき、露のしず くが喜びながらざわめき、灼熱のダイヤモ ン ドのように無数の色とりどりの虫の

上に落ちるとぶんぶん羽音をたてながら舞い上がっていった。」(II/2,56)

-6一



燃えていく霧の立ちこめる広間Jで 暗闇に奇怪に浮かび上がる鼻や目の幻覚を見る。(IUI,38)

そしてこの作品においても、灯された 「蝋燭の火が、白々と夜があけ、射しこんでくる陽光

に色槌せてくる」(1■,119)ま での時間に、ベル トル トは自分の人生の秘密をプロメテウスの

寓話という形を借りて、次のように語 り手に語りだすのである。

― プロメテウスの寓話を知つていますか?創 造主になろうと思い、彼の生命のない

人形に命を吹き込むために天から火を盗んだのです。lそ れはうまくいったのです。

生き生きとその者は歩みだし、彼の中で燃えあがるあの天の火が目から光放ったので

す。 しかし傲慢にも神への憧れの虜になつた涜神者プロメテウスは、救いようもなく、

永劫の恐ろしい罰が下されたのです。神を思い、天上界へと飛翔する憧れを宿 した胸

を禿鷹に挟られずたずたにされたのです。復讐の為に生まれ、今では傲慢なものに固

有の性を餌にしている禿鷹に啄ばまれるのです。こうして天なるものを望んだ者は永

劫にこの世の痛みに苦しんだのです。(■1,117)

ここでベル トル トによつて語 られる寓話とギリシア神話におけるプロメテウスの伝説には

二つの決定的な相違点がある。一つには、プロメテウスが神より盗んだ天の火は人類の生活の

必需品としてもたらされたのではなく、人間を作り出すための魔術的な火であつた、と解釈し

ていることである。『砂男』で、幼きナタナエルの父親とコッペリウスが錬金術の火によつて人

造人間に命を与えようとしたように、プロメテウスは創造主となろうともくろみ、天の火によ

つて人間を創 りだしたとベル トル トは主張しているのである。そして人間の命の源である天上

の火は、彼 らの目で燃えたつている。ベル トル トは人間を 「よくできた機械」(III,118)と い

い、また自分の運命を呪って 「悪魔は人形に天使の翼を膠でくつつけて、俺たちを愚弄するん

だ」(III,119)と 罵る。 この 「悪魔」とはプロメテウスを、「人形」とはプロメテウスが泥を

こねて作 り出した人間を、ゆえにベル トル ト自身をも意味している。自動人形は人間よりも人

間らしく、人間は命のないからくり人形と表現されるイロニーは、ホフマンの哲学的な人生観

を含意したライ トモチーフである。

そして二つ目は、涜神の罪を犯 したプロメテウスは、肝臓ではなく、天上への憧れを宿した

胸を禿鷹に啄ばまれた、という明確な書き換えである。不遜にも創造神になろうと欲 したプロ

メテウスの、地上で最も深い罪業を償う臓物が、肝臓から胸へと変えられた。つまりあらゆる

内臓器官において重要なのは、ヴァルター教授が主張するような食物の消化や栄養の貯蔵に携

わる肝臓ではなく、より高きものを願い求める胸である、というホフマンの考えが表れている。

胸は、他のロマン主義の作家たちにとっても同様に、ホフマンの作品において最も重要な器官
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である。ホフマンの描く芸術家、詩人の胸にはナフタの火やヴエスタの火といつた聖なる火が

宿る。またその火は自らの故郷である天上界へ戻るようにと、常に芸術家の胸を焦がしながら

要求するのである。『牡猫ムルの人生観1の アブラハム師匠は、クライスラーを諭しながら次の

ように語りかける。

おまえの胸の中で荒廃させようとする火焔がようやくついに清らかに澄んだナフタの

炎となり、深い感性のうちで芸術やあらゆる素晴らしいもの、美しきものの為に育ま

れておまえの中に宿るのはいったいいつのことなんだろうか!(V,26)

元来は神のものであるこの火は、人間の胸という小さな箱には収まりきらない。天上を憧れる

心を燃料として燃え上がり、よりいつそう宿主の胸を荒廃させていくのである。『騎士グルック』

で謎の男は語り手の目の前で 『アウリスのイフィゲーニエ』の指揮を執る。その瞬間、普段は

亡霊としてペルリンの街を彷裡っているこの男の 「青白L噸 に燃えあがるような赤みが差して

くる。」「奥底の怒 りが猛々しい視線に火をつけ、燃え上がらせ」、そうしてついに 「心の奥の苦

痛」(1,502)か らしばし解放されるのである。画家ベル トル トの容貌と非常に近似している

この男はまた次のように語り手に打ち明ける。

これはすべてね、おまえさん、夢の国から抜け出して来た時に私が書いたものなので

す。しかしながら私は神聖なものを、神聖ならざるものたちにその秘密を漏 らしてし

まつた。そしてその時、氷のように冷たい手がこの燃えさかる心臓を掴んだ!心 臓は

破れなかつた。そうして私には、神聖ならざる者のもとで彷裡うという永劫の罰が下

されたのだ。遊離した魂のように ― 誰にも気付かれないように実体を失い、あの太

陽の花が、再びかの永遠なるもののもとへと飛翔させてくれるまでは,(I,511)

教会にいるベル トル トが常に 「胸の奥深くにずきずきと疹く痛み」(III,112)に 苦しめられ

ているように、このグルックと称する男もまた、常に胸の痛みを訴える。このような胸に燃え

たつ火と胸の痛みは、ホフマンの芸術家や詩人が人智を超えて神の国を垣間見た時に、その見

返りとして刻まれる徴である。つまり、火が遊っている目と胸の痛みは、天をただ一途に憧れ

て神権を侵したプロメテウスの精神が息づいている証であり、プロメテウスがかつて犯した罪

が再現されたことに対する天からの報復なのである。

ベル トル トは 「測られたもの、もしくは適度なもの(dasGemessene)だ けが真に人間に相

応 しいものであり、人間を超えたものは神、悪魔に違いないJ(III,118)と 語る。またヴァル
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ター教授が主張して揮らない食物連鎖の理論についても 「結局のところ教授の言つてるのは正

しい」(皿,118)と その思想の行き着く結果のみを認め、そして人間もまたそのヒエラルヒー

の一部であると自嘲している。彼はその信念のとおり、高い技術を偲ばせながらも、片田舎で

大理石模様の柱を描くという機械的で単調な 「壁塗り」(1■,120)の 仕事をしている。そうし

て未完の祭壇画が暗示する、画家ベル トル トの過酷な運命が、語り手によつて明かされるので

ある。

4.ベ ル トル トの修行時代におけるプロメテウスと神の娘との濯遁

「芽吹いた植物が花や果実をつけるためにはもっと多くの陽光を与えなければなりません」

(■1,124)と い う老画家ビルクナーの助言を受け、ベル トル トは若い頃に絵画の修行をしに、

太陽の光が満ち溢れ 「明るい芸術の都」(1■,124)、神話の故郷でもあるイタリアへと赴く。そ

してこの地において、彼の歴史画や風景画の模写には 「あらゆる生命の源」「永遠の創造性へ向

かう天なる思想」(III,125)が 欠けていることを痛感し、希望を全く失ってしまう。そして芸

術の国への 「より激しく燃えあがる願望」(1■,125)が 消えかけ、より高きものへ向かう精神

を忘れかけた頃に、ベル トル トはプロメテウスと出会う。ここでプロメテウスはギリシア人を

両親としてもつマルタ島出身の謎の老人として登場し、次のように告げる。

おまえの作品には、より高きところを目指す絶え間ない努力が、はつきりと示されて

いる。だけどおまえはその目的地に決して辿りつけないだろう。というのもおまえが

選んだ道はそこへ続いていないのだから。わしのいうことをよく注意して聞きなさ

い!わ しは首尾よくおまえの内奥にめらめらと燃えあがる炎を吹き起こすことがで

きるかもしれない。聞き分けのない子よ!お まえはそれを覆い隠してしまおうとする

が、その火は赤々と燃えあがり、おまえを照らし出してくれる。そうしてその時にな

つて自分の中で息づいてる真の精神を悟ることができるだろう。(III,129)

こうしてマルタの老人は、プロメテウスが人形に天の火の魂を与えて人間を創りだしたように、

ベル トル トの胸に天上の火の火種を与え、その火がいずれ高きものを目指して自由に飛翔する

ための 「かの翼」(]皿,130)と なるように導く。 しかし一方で、その天の火の危険性、地上に

生きる芸術家の身に負えるものではなく、いずれ破滅をもたらすものである性質を 「覆い隠し

てしまおうとする」という言葉で彼は灰めかしている。つまり、この老人は悪魔の顔をもつプ

ロメテウスなのである。

ベル トル トはこの老人から授けられた火によってますます画家 としての使命に悶え苦しむ。
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「暗い森 を抜 けて行 く と不気 味な戦 陳が襲 いかか り、そ こか ら抜 け出 して遠 くの 山々を眺め る

と、それが あたか も氷 の鈎爪 の よ うに彼 の胸 を挟 りに くる」(III,131)こ とに、風景画 家 と し

て耐 えが たい苦痛 を感 じるので ある。 「計 りがた い神秘 に よつて語 られ る」 自然の妙 な る声 を、

「胸 の中において敬度 なる予感 へ と形作 り、そ うして神 の御心 そ の ものの よ うに、予感 した も

の を確か に作品の 中に描 き写 す天分 の才」(III,130)と 老人 が語 った もの、つ ま り 「象 形文字」

や 「火の筆遣 い」(III,131)に よって 自然 を象 る ことは、現世 の 肉体 か ら解放 され た夢 の 中に

おいてで しか実 現 され えない。

ベル トル トは 「胸を裂 くよ うな強い 瞳れ」(III,!33)に 燃 え立 ち、 「天上の星」 に救済 を求 め

て祈 る。 この予感 に満 ちた天 への祈 りと 「灼熱 の憧 れ」(III,133)は 象形文 字 とな り、 しだ い

に一条 の光 となって 「最 も優 美な る人 の姿」(■1,133)に なろ うとす るのであ る。 そ して ヴェ

ス ビオ火 山の近 くの洞窟 で彼 は、胸 の内奥にお いてで のみ予感 していたそ の素晴 らしき姿 と出

会 うので ある。

太 陽の光が満 ちあふれ んばか りにその人の天使 の よ うな顔 にふ りそそ いだ。一 名 状 し

がたいまな ざ しでその人 は こち らを じつ と見 つ めた。 ― 聖カ タ リーナ!― いや それ

どころか ― 僕 の理想 の人だ つた。(I■,133)

これ を機 に彼はつ いに 「芸術家 としての聖 別の瞬間」(III,134)を 迎 え、「神 の力 よ り魂 を与 え

られ たかの よ うに、生命 のあ らん限 りの灼熱」(1■,134)に 奮 い立 つて祭壇 画 を描 きは じめる。

この幻 覚の 中でベ ル トル トは、 目の前 に立 ち現 れた 女 を 「聖 カ タ リー ナ」 と見 紛 う。 カ タ リ

ー ナ とはキ リス ト教迫害鴫代 の伝説 の殉 教者 で、 中世 か ら近代 にかけ て物語 や絵画 な どに よつ

てその知 性 と美貌 を称 えられ た聖女で ある。彼 女が祭 壇画 として描 かれ る際 には通常、彼 女の

祈 祷に よつて粉砕 された車刑 の車輪 も共 に描 かれ る。 この物 語 の冒頭部 での壊れ た駅 馬車、そ

して 「い くぶん疲れ た(halbger臈ert)」(III,110)と い う言 葉 によっ てホ フマ ンはカ タ リーナ

の伝説 を、プ ロメテ ウスの神話 とともに、暗示 して い るの か も しれな い。16

しか し、主人公 ベル トル トに対 して この謎 の女性 が果 たす役 割 と して重要 なのは、ベ ル トル

トが ここで彼女 を聖 カタ リー ナ以上の存在 、 自分 の理 想 その もの と見 な して いる点で あ る。つ

ま り万人 のための聖女 では な く、ベル トル トの芸術 の為 に直接神 か ら送 られ た娘 と して彼 をこ

の世か ら聖別 させ よ うとして い る、 と予感 してい るのだ。 そ して と うと うこの幻 の聖女 は、民

衆が暴動 を起 こ し火 をつ けた燃 えさか る大公 の屋敷 の中 で、生身 の ア ンジ ョラ と して受 肉 し、

16「r臈ern」の 「車刑に処する」 とい う原義に着 目すると、この言葉はカタ リーナとい う聖女がこの物語に

登場する伏線と考えられる。
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彼 の前 に姿を現す 。17

ベル トル トは身 を起 こ し、夢 を見てい るの か と思 っていたが 、 じつとそ の 目で姫 を見

た。一 そ う、それ は彼女 に違 いなか つた 一 神 々の火 花を彼 の胸 に点 した この世な ら

ぬ崇 高な女 だった のだ。(HI,136)

ア ンジ ョラは、プ ロメテ ウス の神 話 に基づ い て解釈す る と、プ ロメテ ウス の罪、つま り神 を

欺い て火 を盗み 、人 間に与 え る とい う漬神 の罪 を犯 した ときに人 間界 に遣わ され るパ ン ドラで

はな いだろ うか。R.ド ル ックスが指摘 してい るよ うに、ア ンジ ョラは 「神の娘 としての二つ の

顔 」18を 持 ってい る。神 の住 ま う理 想郷へ導 く使者で ある とともに、神の報復 を与 える代理 人

と して彼 女は地 上 に遣 わ され る。 すな わちア ンジ ョラはホ フマ ンが考 える芸術 活動 にお けるパ

ラ ドキシカル な二つ の要素 を孕 んだ もの として 、ベル トル トに天 か らの贈 り物 と毒薬 を届 ける

ので ある。

神 の娘に よつて さ らに激 しく燃 え立 たつた天 上の火 に よって、ベル トル トはプ ロメテ ウスの

よ うに人間の力 を超 えて、創 造 主に なろ うとす る。っ ま り 「秘 密の奇 妙な象形 文字 さなが らに

炎の文 字」(III,131)で 、画布 に聖母 マ リアを生み 出そ うとす るので あ る。だ がア ンジ ョラは、

大公令 嬢 と して火 事 か らベル トル トに助 け出 され 、人 間の娘 としてのアイデ ンテ ィテ ィー を獲

得 してい る。彼 女 は もはや聖 女 カ タ リー ナで もベル トル トが心に予感 してい た理想その もので

もない、彼 の妻 と して生活 して い る地 上の女 なのだ。 それ ゆえに彼女 の言葉 は 「突然の痛 み」

を伴 なってベル トル トの 「甘 い夢 を破壊 して しま う」(■1,136)の で ある。ベ ル トル トはかつ

て全否 定 して いた 「天 な る ものを卑俗 な地上へ と引き下ろす」(III,134)行 為 を、神の娘 であ

るア ンジ ョラを妻 と して嬰 るこ とで、 自ら犯 して しま うので ある。 そのた めに画布の 中に描 か

れた モデルの ア ンジ ョラは 「生気 をもたない蝋 人形 と成 り果 て、 ガラスの 目玉でベル トル トを

無表 清に じっ と見返 して くるだけで あった」(III,138)。

こ うしてベル トル トは 、再び画 家 として絶 望 的な挫 折を味 わ う。 そ してパ ン ドラの も う一 つ

の顔 、「思い描 いてい た よ うな理 想な んかではな く、救 いよ うもな い絶 望的な破 滅へ と陥れ るた

17火 事はホフマンの作品において単なる出来事ではない。『砂男』では、ナタナエルの下宿が焼け落ちてし

ま うことで、自動人形のオ リンピアの虜になる契機となる(][II,34)。また 『クライスレリアーナ』の 「三、

音楽の高レ価 値 についての雑感」では音楽の天分の才と火の関連性を論 じ、それと連関する形で 『牡猫ム

ルの人生観』でクライスラーは、幼少期の火事の記慮について語る(V,lllf.)。 またムルの自伝の部分で

も都会の火事についての描写があり(V,144)、1817年12A15日 付けでヒッペルに宛てた手紙の中で、

ホフマンが生き生きと火事の様子について語 つているのを想起させ る。
18Drux ,RudolfETAHo蚤nannsVisionder。FabelvondemProme七heus".In=E.TA.磁 畷ηa㎜

Jahrbuch1(1992/1993),5.86.
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め、かりそめの天の娘の姿と顔」(III,138)をアンジョラに見るのだ。

5.芸 術家の子ども

一方でこのように皆悩するベル トル トとアンジョラとの間に息子が生まれる。

私の中でますますひどく衰弱させていく苦悩は(…)私 を今にも狂つてしまいそうな

状態に陥れた。私の妻が男の子を産んだのがこの悲1参を決定的なものにし、そして長

らく抑えていた恨みが赤々と燃えあがる憎悪となつて爆発した。(]皿,138)

芸術家のベルトル トにとって、「息子」とは自らの作品のことであり、プロメテウスのように、

天の火と自分の手で生み出さなければならない。アンジョラとの間にできた息子は彼に現実を

突きっけ、地上に縛り付ける存在となつて重くのしかかる。つまりベル トル トは 「生きるのに

付随したもろもろの条件」(m,137)に 頭を悩まされながら、生きなければならなくなる。子

どもの存在は、夢のような理想が圧倒的なほどの現実に凌駕されたことの、彼の胸で天上の火

が清らかに燃えるのを止め、芸術家としての魂が灰になつてしまうことの決定的な通告なので

ある。

荒々しい絶望感に駆り立てられて私は彼女と罪のない子どもに悪態をついた。一 私は

ふたりの死を切望した、そうして灼熱の刃でこの内面を挟られるような耐えがたい苦

悩から解放されるのではないかと思つたのだ。― 地獄の思想が私の中に沸々と立ち上

つてきた。(皿,138)

かつて彼の胸に清らかに燃えたっていた火は一転して、芸術家の身を焼き滅ぼす地獄の業火

となる。そして未完の祭壇画はベル トル トにとって、神の火によって驕慢にも命を生み出そう

とした罪、そして神聖な自然の秘密を神聖ならざらぬ者たちに明かそうとした罪の権化となつ

たのである。この業火によってベル トル トは身の破滅を導き、創作精神を灰と燃やし尽くす。

さらに現実の生活においては、妻と子を失い乞食同然の身と成 り果ててしまうのである。数年

後、この祭壇画と教会で遭遇したとき、ゼウスによつてコーカサスに縛 り付けられたプロメテ

ウスのように、この教会を離れることができなくなる。そして、かつて天への瞳れを秘めてい

た胸は、禿鷹に啄ばまれるかのような致死的な痛みに苦しめられる。

芸術家が命を吹き込んで生み出した名作によって、その作品の地を離れ、られないという現象

は、ホフマンの芸術家像のライ トモチーフの一つである。『騎士グルック』でグル ックと自称す
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る男 は亡霊 のよ うにベ ル リンの街 を彷 復い なが らも、彼 の手 に よるオペ ラ 『アル ミー ダ』 が演

奏 され て いる劇 場 に縛 り付 け られ て い る。「い つたい どこの悪 霊がわ しを こんな ところに呪縛 し

たの だ?」(1,509)と 男 はそ の不 自由な身 を嘆いて叫 ぶ。 そ して 「呪縛 は解 かれた り」 と言つ

てそ の手 を引 く語 り手 に対 しては、 「わ しは誰 の ところ も行 けない し、行 つてはい けないんだ」

(I,509)と 陳 清 してい る。『G.町 の ジ ェズイ ッ ト教会』や 『騎士グル ック』 にお ける よ うに、

一度火 の翼 で天に飛 翔 し
、天 な る光景 を眼前 に しなが らも、再び地 上 に墜落 して しまった芸術

家 は、顔 を青 白く させ て太 陽 の光や人 目を避 け、「ま るで肉体 を離れた魂 の よ うに荒 涼 とした空

間を彷 復 い」(1,508)、 胸 が挟 られ る よ うな痛 みか ら永劫に解放 され る ことはない。 これ とは

対照 的 に彼 らの作 品は 、「この上 ないや り方 であ りとあ らゆ る人々の心 を動 か し」(III,140)い

つ まで も生き生 き と生命 力 を涯 らせ なが ら存在 す るの である。

この プ ロメテ ウスの罪 に対す る厳 罰か ら解放 す るの は何 だろ うか。 ギ リシア神話 では、ヘ ラ

ク レス の功業に よって プ ロメテ ウス は救済 され ると伝 え られ てい る。 これ につ いてEヘ ッベル

は次 の よ うに解釈 して い る。

ヘ ラク レス は、ゼ ウスの息 子で あ るが、プ ロメテ ウスが創 造 した人 間 との混血児 であ

る。 死 とい う全 き定め に耐 え 、偉 業 を成 し遂げ、 そ してプ ロメテ ウスの解放 の立役者

となったの であ る。19

すなわ ち人間 と神 の混 血児ヘ ラク レス に しか、プ ロメテ ウスを コーカ サス 山の処 刑台か ら助 け

出す こ とはで きなか つたの であ る。

物 語の終わ りにベ ル トル トはつ いに祭壇 画 を仕上 げて姿 を消す。 プ ロメテ ウス とヘ ラク レス

との 関係 が、ベル トル トと祭 壇画 との 関係 と対応 してい ると考 え られ ないだ ろ うか。 この祭壇

画は物 語の 冒頭 では未 完の まま放 置 され てい る。特 に、ベル トル ト自身 を模 した と思われ る祈

ってい る男の部分 は、 ほ とん ど下絵 の状態 であ った。 この画布の 中の祈 る男 を描 きき り、そ う

して天 の火 と人 間 との混 血児 と して祭壇 画を完成 させ る ことは、プ ロメテ ウスに とつてはヘ ラ

クレスを生み 出 した神 話 に擬 える ことができ る。 こ うして解釈 を進 め ると、 この物語 の最後で

つい に完成 した祭 壇画 は、瞭 うこ との できない罪 を断 罪 し続 けるこの教 会か らベ ル トル トを解

放 した と考 え られ る。

プ ロメテ ウスは泥 を捏ね て人 間 を作 り出 した とい う神 話 によって 、時 にそ の姿は芸術家 の親

と して、 また は芸術家 その もの として文 学上のモチー フ になる。 この話 で も、地上の芸術家 た

19Hebbel ,Friedrich:S舂tlicheWerke.ms加ri鋤h一 ㎞t給cheAusgabe,besorgtvonRidhaldMaria

Werner.Berlin1904,Bd5,5.54.
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ちのあり方をプロメテウスの神話に即しながら書いているのは、これまで見てきたとおり明ら

かであろう。ホフマンは、人間の、特に芸術家の胸に秘められた情熱を天の火と象徴的に表し、

清らかであると賛嘆している。しかしながら同時にそれは元来罪を犯す必然性をもつている危

険なものである。この芸術家の宿命をベル トル トは亡霊のように生きながら警告しているので

ある。かなう筈もない神の国を目指して歩む 「苦しい道」は、死肉を啄ばもうと 「檸猛な鳥が

上空を漂い飛んでいる」。そして最終的に芸術家がたどり着く先は「奈落の口1なのである。「神々

しい自然のうちで最高のもの、人間の中においてプロメテウスの火花にあたるもの」(III,117)

を欲する芸術家の胸は、未来永劫に渡って禿鷹に啄ばまれる運命にあるのだ。この罰から解放

され、いかにして救済されるか。そこにはまた別の存在、すなわちプロメテウスにとってのヘ

ラクレスの存在、芸術家にとっては天の火と自らの手で生みだした作品が必要なのである。こ

うして首尾一貫してプロメテウスの神話で読み解いていくと、ベル トル トの物語は大団円で締

めくくられたと読めるのだ。

6.ア トランティスに臨む芸術家の最期の時と永遠なる懊悩

しかしながら、『G町のジェズイット教会』の最後は以下のように伝えられる。

彼は急にひどく―ヒ機嫌になつて、そしてあの偉大な祭壇画に最期の筆入れをし、完全

な形であらゆる人の心を動かしてます。そしてその後、彼は着の身着のまま姿を消し

ました。そして数日後0河 のほとりで帽子と杖が見つかつたのです。だから我々は、

彼が自ら死を選んだのではないか、と思つているのです。(■1,140)

ヴァルター教授の手紙によって伝えられるベル トル トのその後は、読み手に幻想と現実の複雑

な関係を、新たにもう一度考察しなおすように促す。そ してここで再び、彼の妻アンジョラと

その子どもの失踪した問題に立ち返ることになる。語り手はベル トル トの過去の話を知って「罪

のない妻と子どもの凶悪な殺人者」(1■,139)と 彼を見なす。またベル トル ト自身も語り手に

「凄惨で決して償うことのできない犯罪を自覚していたとするなら、人生で一瞬たりとも安ら

いで晴れやかな気持ちになることなんてできないはずだ」(III,120)と 告白している。この物

語や 『クレスペル顧問官』の語 り手のように、未解決の 「罪」を殺人という現実的な犯罪とし

て捉え、狂人のような主人公を糾弾することも可能であろう。 しかしながら一方で、アンジョ

ラと子どもの姿が現実の世界から行方不明になつたすぐ後に、ベル トル トは 「晴れやかに奮い

立つて」「処女マリアと幼児キリス トそしてヨハネの箇所のみを描き上げることができた」(皿,

139)と いう超自然的な因果関係に気付くと、祈る男の箇所、つまり自画像を描ききつて祭壇
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画を完成させ、姿を消したベル トル トの最期に関しては、単に彼が入水自殺 したのではないと

いう結論が導き出される。ホフマンがいつもわれわれ読み手に対して注意を喚起していること、

っまり 「一貫した糸」(V,58)で 紡がれたものとして物語を読み解く必要があるのだ。

ベル トル トの過去は、ジェズイット派の学生が書き記したノートで、そして彼の最期は、ヴ

ァルター教授の手紙によつて知らされるのであるが、読者にはさらに語り手が再び物語として

書き起こすという二重の媒介を経て伝えられる。また、ヴァルター教授がベル トル トの入水自

殺説を唱える根拠となつた0河 ほとりの帽子や杖には、所有代名詞がついていない。これらの

レトリックにはホフマンの作意が見え隠れする。それゆえさらに読み手はベル トル トの死をど

のように解釈するべきか、ジレンマに陥ってしまうことになる。しかしながらホフマンが芸術

家物語を書く際に最も表現したかったのは、その読み手が感じるこのジレンマそのものなのt

ホフマンが描く芸術家の最後はおおよそ三タイプに分かれる。まず、『黄金の壺』のアンゼ

ルムスや『ちび助ツァヘス』のバルタザールのように、四元素の調和がとれた理想郷に到達し、

そこで恋人と共に暮らし始めるという幸福な結末を迎える型である。その際、火の元素は主人

公たちを昇華された幻想世界に導き、理想的な統合を実現する主要な役割を果たす。このタイ

プの物語においては、『黄金の劃 の副題にも 「近代のメルヒェン」(II/1,229)と はっきりと

示されているように、ホフマンは意識的にメルビェンの世界と現実世界とが合一へと向かう理

想郷を創作しようとしていたのである。

これとは正反対に、主人公の現実的な死が明瞭に描かれ、その無惨な死でもつて話を締める

作品として 『砂男』『悪魔の霊液』などがある。これらの作品においては、深刻に分裂した自我

を現実世界で統合させようと悶える主人公に、唯一の救いとして死が彼らを待ち受けているの

である。

最後に、この 『G.町のジエズイット教会』のように上記の二つの型にあてはまらず、ホフマ

ンが最も意識的に芸術家の生を描いた話では、主人公1撮 終的に姿を消し、生死が不明瞭なま

ま終わる。芸術家たちは自分自身の手で創造神の如く命あるものを生み出そ うと欲し、涜神の

罪を犯してしまう。そして神の国から追放され、太陽のもと生きることも、死んで天に召され

ることも叶わない哀れな亡霊として、幻想世界と現実世界の狭間を彷径し、そしてそのどちら

にも属することはできないまま結末を迎える。彼らはプロメテウスがかつて胸に与えた天の火

を宿らせ、天を求めて焦がれる胸の痛みに未来永劫苦しまなければならない。このような主題

を描いた作品は 『クライスレリアーナ』や 擶 士グルック』『大晦日の夜の冒劇 などが挙げら

れ、ホフマンがもっとも好んだ話の類型である。そこには二つの異なる価値を包含することの

できる火のモチーフによつて、ホフマンの芸術家としての、この世に生きる生活者としての人

生観が表されているのである。
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   Das Feuer des Prometheus und Die Jesuiterkirche in G. 

                   von E.T.A. Hoffmann 

 TSUCHIYA Kyoko 

Wie schon der Wissenschaftsphilosoph Gaston Bachelard bemerkte, ist unter allen 

Phänomenen „das Feuer wahrhaft das einzige, dem sich mit der gleichen 

Bestimmtheit die beiden entgegengesetzten Werte zusprechen lassen." Aber darüber 

hinaus ist Feuer auch ein Keim der Zivilisation. E.TA. Hoffmann beschreibt vielerlei 

Dinge durch mit dem Feuer verbundene Wörter. Bei Hoffmann spielt das Motiv des 

Feuers eine wichtige Rolle, um Brücken zwischen den beiden Bereichen der 

konturierten Wirklichkeit einerseits und der raum- und zeitlosen Mythenwelt von 

Paradies und Hölle andererseits zu bauen. 

  Das Feuermotiv bei Hoffmann muss in Zusammenhang mit der Auffassung des 

Feuers bei den Frühromantikern gesehen werden. Die reiche Fantasie der 

Romantiker schuf eine enge Verbindung des Feuers mit ihrer Poesie und ließ es 

immer höher aufflammen. 

Auch das romantische Verständnis des Prometheus-Mythos ist für Hoffmanns 

Vorstellung des Feuers von Bedeutung. Im Gegensatz zum vernunftorientierten und 

idealistischen Prometheus-Bild der Aufklärung stellten die Romantiker die Figur des 

Prometheus eher ironisch dar. Zur gleichen Zeit erschien auch ein neuer Teufel in der 

Literatur. In Hoffmanns Werken wird eine aus Prometheus und dem Teufel gemischte 

Gestalt zur Hauptpersönlichkeit und es ist diese Mischung, die den Künstler sowohl in den 

Himmel wie auch in die Unterwelt führen kann. 

  In Die Jesuiterkirche in G. schildert Hoffmann das harte Schicksal eines Malers 

und greift dafür den prometheischen Mythos auf. Der Maler Berthold erläutert seine 

Kunsttheorie, während er die Geschichte von Prometheus erzählt. Wichtig sind in 

diesem Zusammenhang die von Hoffmann durchgeführten Änderungen am 

Prometheus-Mythos, in denen der Schlüssel zum Geheimnis des seltsamen Malers 
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liegt. In Italien war Berthold „ein ältlicher, sonderbar gekleideter" Malteser begegnet, 

der eine Flamme im Inneren des Malers anfachte, damit sie ihn erleuchte. In der 

Folge trifft er auf die Prinzessin Angiola, die zunächst wie ein Funke vom Himmel 

seine künstlerische Schaffenskraft entzündet und ihn dann wie das 

 „Himmelsweib" Pandora an weltliche Sorgen bindet. Als er Jahre später nach G. 

kommt, und dort unerwartet sein Gemälde erblickt, fesselt es ihn an die Kirche, 

ebenso wie Prometheus an den Felsen des Kaukasus gekettet wurde. 

Am Schluss der Erzählung gelingt es Berthold schließlich, das große Altarblatt 

fertig zu stellen, worauf er aus G. verschwindet. Hier geht es um das wesentliche 

Thema des Künstlers, das Hoffmann durch das Motiv des Feuers darzustellen 

versuchte. Der Künstler ist für Hoffmann von Natur aus ein Frevler, weil er das 

Himmelsfeuer in Besitz zu nehmen verlangt. Das Himmelsfeuer in seiner Brust muss 

wieder ins „höhere Reich" zurückkehren, während der Künstler selbst an die irdische 

Welt gefesselt bleibt. Sein Dilemma ist auch Hoffmanns eigenes, und gerade diese 

Antinomie des Künstlers wollte er durch das Feuer darstellen. 
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